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商品市況展望  

平成 25 年 7 月 7 日記 

 ＜米雇用統計＞堅調に改善＜米雇用統計＞堅調に改善＜米雇用統計＞堅調に改善＜米雇用統計＞堅調に改善    FRBFRBFRBFRB の緩和縮小観測強まるの緩和縮小観測強まるの緩和縮小観測強まるの緩和縮小観測強まる    

毎日新聞 7 月 6 日(土)18 時 59 分配信  

 【ワシントン平地修】5 日発表された 6 月の米雇用統計で、雇用情勢の堅調な改善が示されたことで、雇用情勢の堅調な改善が示されたことで、雇用情勢の堅調な改善が示されたことで、雇用情勢の堅調な改善が示されたことで、

市場では、米連邦準備制度理事会（市場では、米連邦準備制度理事会（市場では、米連邦準備制度理事会（市場では、米連邦準備制度理事会（FRBFRBFRBFRB）が量的緩和の縮小を）が量的緩和の縮小を）が量的緩和の縮小を）が量的緩和の縮小を 9999 月に開始するとの観測が強まっている月に開始するとの観測が強まっている月に開始するとの観測が強まっている月に開始するとの観測が強まっている。

雇用や景気の改善ペースが維持できるかが焦点になる。また、最近の市場は落ち着きを取り戻しつつあ

るものの、量的緩和の縮小観測を巡り再び不安定化する恐れもあり、FRB の「市場との対話」がより重

要性を増しそうだ。 

 

 雇用統計では、6666 月の失業率は月の失業率は月の失業率は月の失業率は 7.67.67.67.6％と横ばいだったが、景気の動向を敏感に示す非農業部門の就業者％と横ばいだったが、景気の動向を敏感に示す非農業部門の就業者％と横ばいだったが、景気の動向を敏感に示す非農業部門の就業者％と横ばいだったが、景気の動向を敏感に示す非農業部門の就業者

数が市場の予想を大きく上回り、数が市場の予想を大きく上回り、数が市場の予想を大きく上回り、数が市場の予想を大きく上回り、4444、、、、5555 月の数値も上方修正月の数値も上方修正月の数値も上方修正月の数値も上方修正。過去半年の月平均の増加幅は過去半年の月平均の増加幅は過去半年の月平均の増加幅は過去半年の月平均の増加幅は 20202020 万万万万 2000200020002000 人人人人

と、「と、「と、「と、「FRBFRBFRBFRB が期待する堅実で確かな雇用の成長」（米バンク・オブ・アメリカ）となった。が期待する堅実で確かな雇用の成長」（米バンク・オブ・アメリカ）となった。が期待する堅実で確かな雇用の成長」（米バンク・オブ・アメリカ）となった。が期待する堅実で確かな雇用の成長」（米バンク・オブ・アメリカ）となった。    

    

 FRB のバーナンキ議長は 6 月 19 日の記者会見で、国債など月 850 億ドルの資産を買い入れる量的緩

和第 3 弾（QE3）について、経済・雇用の改善継続を前提に「今年後半に購入ペースを減らすことが適

切になる」と発言。「来年半ばには（購入を）終了するだろう」と、異例の緩和策からの「出口戦略」の

シナリオを示した。市場では 9 月 17、18 日の米連邦公開市場委員会（FOMC）で FRB が緩和策縮小を

決めるとの見方が強まっており、今回の雇用統計について「9 月の緩和策縮小を想定させるペースで雇用

が改善している」（英バークレイズ・キャピタル）との見方が強い。 

 

 一方で、3 月に発動された歳出の強制削減の影響拡大なども懸念されており、米経済や雇用が現在の改

善ペースを継続できるかが注目される。 

 

 おそらく今度の参院選において、日本はねじれが解消されるものと見られる。アベノミクス第アベノミクス第アベノミクス第アベノミクス第

一の矢である金融緩和は今後一の矢である金融緩和は今後一の矢である金融緩和は今後一の矢である金融緩和は今後 2222 年間継続されると思われ、年間継続されると思われ、年間継続されると思われ、年間継続されると思われ、QE3QE3QE3QE3 の縮小を目指す米国が仮にの縮小を目指す米国が仮にの縮小を目指す米国が仮にの縮小を目指す米国が仮に 9999 月月月月

に縮小を行うなら、その後に縮小を行うなら、その後に縮小を行うなら、その後に縮小を行うなら、その後 1111 年半は金融政策に違いが出るわけだ年半は金融政策に違いが出るわけだ年半は金融政策に違いが出るわけだ年半は金融政策に違いが出るわけだ。 

 良い、悪いの論議は政治家や評論家に任せるとして、市場参加者として想定するのは、円安の円安の円安の円安の

進行と国内株式市場の進行と国内株式市場の進行と国内株式市場の進行と国内株式市場の独歩高の独歩高の独歩高の独歩高の上昇などであろうか上昇などであろうか上昇などであろうか上昇などであろうか。独歩高としたが、欧州はまだダメかもし

れないし、中韓は更に下げるだろうから。 

 

 とにかく米国は、19 万 5000 人以上の雇用の増加が 12 ヵ月続けば、失業率は改善して、金融

緩和は縮小出来るらしい。シェールガス革命が、その後押しとなっている事も容易に想像できる。 

 

 だが米国の最大の問題点は｢政治のねじれ｣であり、民主党、共和党の対立で｢財政の崖問題｣民主党、共和党の対立で｢財政の崖問題｣民主党、共和党の対立で｢財政の崖問題｣民主党、共和党の対立で｢財政の崖問題｣

が解消していないが解消していないが解消していないが解消していない。これも 9 月に合意するという噂もあるが、そのあたりが米国株の動向の最

大の焦点かもしれない。またバーナンキは来年の話ばかりしているが、年内で退任の話もあるわ

けで、この種のニュースは何でもかんでも単純に間に受けるのは危険だ。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

7 月 1 日 \3,988 157 \3,987 151 

7 月 2 日 \4,040 52 \4,044 57 

7 月 3 日 \4,031 -9 \4,039 -5 

7 月 4 日 \4,037 6 \4,030 -9 

7 月 5 日 \4,008 -29 \4,009 -21 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『3,750 円にストップロスを置いて、ここからは買い方針。上が

ったモノは下がる、下がったモノは上がるのが相場の鉄則ゆえ、ここからは何度もストップロス

を駆使しながらでも、買い狙いに転換は当然であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、先週末の 6/28 に記録した安値 3,750 円から反騰に転じた相場が、4,0634,0634,0634,063

円（円（円（円（7/37/37/37/3）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。313313313313 円幅の反騰円幅の反騰円幅の反騰円幅の反騰となり、その後は若干だれての終了である。 

なお夜間取引では、3,928 円の安値を記録してからちょっと戻しており、313313313313 円上げた相場が円上げた相場が円上げた相場が円上げた相場が

135135135135 円下げて円下げて円下げて円下げてから、僅かに戻した格好である。 

 

3,7503,7503,7503,750 円での底入れ示唆から、円での底入れ示唆から、円での底入れ示唆から、円での底入れ示唆から、300300300300 円戻して円戻して円戻して円戻して 4,0004,0004,0004,000 円台を回復円台を回復円台を回復円台を回復。4,000 円台ではヤレヤレの売

りや戻り売り狙いの売りも出て、3 分の 1 は調整安が出たというのが、今週の相場である。 

先週号でも指摘したが、｢心理的な抵抗線が心理的な抵抗線が心理的な抵抗線が心理的な抵抗線が 4,0004,0004,0004,000 円円円円。次が次が次が次が 4/164/164/164/16 の安値の安値の安値の安値 4,1324,1324,1324,132 円円円円。崩れの前崩れの前崩れの前崩れの前

のもみ合いのもみ合いのもみ合いのもみ合い 4,2004,2004,2004,200 円円円円。そして三尊天井のネックラインの三尊天井のネックラインの三尊天井のネックラインの三尊天井のネックラインの 4,4004,4004,4004,400 円台円台円台円台｣とあるわけだから、週末は

注目の米雇用統計の発表もあったわけで、調整は自然な展開であろう。 

 

問題はこの後の相場であるが、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \5,873 2 月 7 日 \3,765 6 月 28 日 \4,008 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \3,761 6 月 28 日 \4,005 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \3,745 6 月 28 日 \4,005 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \3,751 6 月 28 日 \4,012 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \3,749 6 月 28 日 \4,010 

2014 年 6 月 \4,031 6 月 26 日 \\\\4,0634,0634,0634,063    7777 月月月月 3333 日日日日    \3,750 6 月 28 日 \4,009 

 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

7/57/57/57/5 のののの NYNYNYNY 市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比 39.239.239.239.2 ドルドルドルドル安安安安のののの急落で急落で急落で急落で 1212121212121212.7.7.7.7 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。安値は安値は安値は安値は 1206.91206.91206.91206.9 ドルドルドルドルまままま

であり、雇用統計の好調さを受けてであり、雇用統計の好調さを受けてであり、雇用統計の好調さを受けてであり、雇用統計の好調さを受けて量的緩和の縮小懸念が強まったため、急落となったわけだ量的緩和の縮小懸念が強まったため、急落となったわけだ量的緩和の縮小懸念が強まったため、急落となったわけだ量的緩和の縮小懸念が強まったため、急落となったわけだ。
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ただし為替は 101101101101 円円円円台まで台まで台まで台まで円安円安円安円安となっているため、国内換算では 53 円安にとどまる。夜間取引

で織り込んだ価格である。 

 

チャートではチャートではチャートではチャートでは 1179.41179.41179.41179.4 ドル（ドル（ドル（ドル（6/286/286/286/28）が）が）が）がまだ底値まだ底値まだ底値まだ底値であり、1,200 ドルを割れずに反発に転じるこ

とが出来れば、まだ反騰の目はあるだろう。上値抵抗線は上値抵抗線は上値抵抗線は上値抵抗線は、、、、まずはまずはまずはまずは 1,3001,3001,3001,300 ドルであるドルであるドルであるドルである。 

また今回の雇用統計発表後の市場の動きで、米国は金融緩和の縮小、日本はアベノミクスで金

融緩和の継続が確実なのだから、為替もドル高/円安傾向が続くであろう。となると理論的には、 

○1,3001,3001,3001,300 ドル×ドル×ドル×ドル×103103103103 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝4,3044,3044,3044,304 円円円円となるわけで、そのへんが一つの戻りの目処であろう

と見ているわけだ。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 7/27/27/27/2 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

    

またまたまたまた 7777/5/5/5/5 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、3,750 円で底入れ。調整安はあっても、目先は押し目買い相場で

あるとの見方である。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

7 月 1 日 \4,336 163 \4,345 153 

7 月 2 日 \4,445 109 \4,454 109 

7 月 3 日 \4,441 -4 \4,442 -12 

7 月 4 日 \4,378 -63 \4,386 -56 

7 月 5 日 \4,318 -50 \4,320 -66 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『4,125 円で 2 番底を打ったであろう。ここからはストッ

プロスを設定しての買い方針であり、4,400 円台への戻りを狙う相場であろう。だが 4,125 円が

大底とは限らず、もう一度安値更新をする可能性は皆無ではないので、大きく戻したら売りも可

であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けから反騰に転じた相場が 4,4934,4934,4934,493 円（円（円（円（7/37/37/37/3）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。しかしそこか

らは 3 連続陰線の下げで 4,3164,3164,3164,316 円円円円まで 177 円の下落となり、その後の夜間取引では 4,2744,2744,2744,274 円円円円まで

下げて、急激に戻しての終了である。 

 

｢4,1254,1254,1254,125 円（円（円（円（6/276/276/276/27）で底だろう）で底だろう）で底だろう）で底だろう｣と先週コメントしたわけだが、4,1254,1254,1254,125 円→円→円→円→4,4934,4934,4934,493 円まで円まで円まで円まで 368368368368 円円円円

戻し、戻し、戻し、戻し、4,4934,4934,4934,493 円→円→円→円→4,2744,2744,2744,274 円まで円まで円まで円まで 219219219219 円押して、今に至っているわけだ円押して、今に至っているわけだ円押して、今に至っているわけだ円押して、今に至っているわけだ。 

…中略…  

基本的にこの考え方にまだ変化はないし、押し目買い方針ながらも、高いところはまだ買えな

いというのが、当方の結論である。そしてプラチナ相場は、金とのサヤ調整や、南ア材料、自動

車業界の動向などを加味して動く事になると考えている。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \5,274 2 月 7 日 \3,807 8 月 31 日 \4,318 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,319 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,122 6 月 27 日 \4,322 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,125 6 月 27 日 \4,318 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,109 6 月 27 日 \4,317 

2014 年 6 月 \4,284 6 月 26 日 \\\\4,4934,4934,4934,493    7777 月月月月 3333 日日日日    \4,125 6 月 27 日 \4,320 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

また週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、4,4,4,4,320320320320 円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－4,0094,0094,0094,009 円（金）＝円（金）＝円（金）＝円（金）＝311311311311 円円円円。夜間取引ではすで

に大きく拡大しているが、基本的には 200 円～400 円でのサヤで推移するか。 

 

結論として当方の相場観は、押し目買いではあるものの、やはり金よりも値幅は大きくなるか。

まだ 4,600 円台は上値の壁でもあろう。 



 5 

〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

7 月 1 日 \30,450 -950 \26,700 -940 

7 月 2 日 \30,250 -200 \26,720 20 

7 月 3 日 \29,700 -550 \26,980 260 

7 月 4 日 \28,800 -900 \26,680 -300 

7 月 5 日 \28,250 -550 \26,680 0 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『戻り売り継続の相場であろう。大暴落は考えづらいが、逆に急騰はもっと

考えづらい。戻しては売られる、下に下にの大名行列相場であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けに急落した相場が 26,59026,59026,59026,590 円（円（円（円（7/27/27/27/2）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。その後はもみ合いと

なった。 

 

結局は 26,000 円～28,000 円台でのもみ合いを脱しきれていない相場であり、一目均衡表の雲

を挟んで上に行ったり、下に行ったりである。 

ただしともかく現状では、昨年のようなホット＆ドライでの天候懸念などないわけだし、生産

高予想も在庫予想も昨年とは雲泥のファンダメンタルズなのである。これでは、円安以外の材料

で国内相場が上昇する事はまず考えられない。 

…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおりである。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \33,570 6 月 3 日 \25,510 10 月 1 日 \28,250 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\28,910 5 月 30 日 \24,420 

11 月 14

日 

\25,640 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,600 6 月 3 日 \24,930 

12 月 21

日 

\26,100 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \28,750 6 月 3 日 \25,690 4 月 4 日 \25,490 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 17 日 \28,970 6 月 3 日 \26,200 6 月 17 日 \26,530 

2014 年 7 月 \26,600 6 月 17 日 \28,410 6 月 21 日 \26,300 6 月 17 日 \26,680 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/57/57/57/5 ののののシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場は、、、、7777 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 6.506.506.506.50 セントセントセントセント高高高高のののの 686868684.754.754.754.75 セントセントセントセント。12121212 月限では月限では月限では月限では 11111111.50.50.50.50

セント安セント安セント安セント安のののの 491.25491.25491.25491.25 セントセントセントセント。 

このチャートは期近引き継ぎ足なので、現在は 7 月限を示している。ちなみに次に当限に廻る

9999 月限は月限は月限は月限は 525.75525.75525.75525.75 セントセントセントセントである。7 月限が納会すれば、一気に窓を開けて水準を大きく切り下げる

わけだ。 
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そして新穀はすでに 5 ドル以下なのだから、これがかつてのように 2 ドル以下まで下がるとも

思えないものの、なお水準は切り下がっているわけだ。 

 

週末は天候も良いと新穀がまた下げているわけで、ファンダメンタルズでは買い材料は皆無ファンダメンタルズでは買い材料は皆無ファンダメンタルズでは買い材料は皆無ファンダメンタルズでは買い材料は皆無

である。…中略…  

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発発発発表の表の表の表の 7/27/27/27/2 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、6 月天井を打っている相場である。戻り売り継続の相場であり、

ファンダメンタルズでは買い材料は皆無である。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

7 月 1 日 \63,900 -50 \53,450 0 

7 月 2 日 \62,750 -1150 \53,930 480 

7 月 3 日 \63,590 840 \54,620 690 

7 月 4 日 \63,590 0 \54,600 -20 

7 月 5 日 \63,240 -350 \55,080 480 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『シカゴの期近の上昇、国内の大幅逆ザヤに惑わされてはいけない。先物引

き継ぎ足では 55,000 円台で天井を打っている相場であり、戻り売り→突っ込み買いの逆張りを

継続する相場であろうと見ている』とコメントした。 

今週の相場展開は、陽線がずっと続く相場が継続しており、高値は高値は高値は高値は 55,40055,40055,40055,400 円（円（円（円（7/37/37/37/3）まで記）まで記）まで記）まで記

録録録録である。 

 

6/3 にコーンは天井打ちであり、大豆もそこで一つの天井は打っている。しかしコーンが安値

圏に再び落ちている中で、大豆はその高値を更新する価格を、ちょうどひと月後の 7/3 に記録で

ある。 

…中略…  

だがこれは、播種～生育～収穫がコーンよりも遅いという事のみに起因していると当方は考え

ており、天井の日柄がひと月ほど遅れるのは正常パターンである。よって、そろそろ絶好の売り

場が接近していると捉えている。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \64,900 5 月 16 日 \47,500 

11 月 13

日 

\53,240 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \\\\68,35068,35068,35068,350    7777 月月月月 5555 日日日日    \46,920 

10 月 16

日 

\68,350 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \57,100 6 月 4 日 \48,450 1 月 9 日 \55,900 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \55,010 6 月 3 日 \50,150 4 月 4 日 \54,120 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 17 日 \\\\55,98055,98055,98055,980    7777 月月月月 3333 日日日日    \49,850 5 月 2 日 \55,550 

2014 年 6 月 \51,760 6 月 17 日 \\\\55,40055,40055,40055,400    7777 月月月月 3333 日日日日    \51,730 6 月 17 日 \55,080 

 今週も旧穀の最終限月である 10 月限と、先物 2 本が一代高値の更新である。 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末7/57/57/57/5のシカゴ市場では、のシカゴ市場では、のシカゴ市場では、のシカゴ市場では、7777月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比4.504.504.504.50セントセントセントセント高高高高のののの1515151588.0088.0088.0088.00セントセントセントセント。11111111月限では月限では月限では月限では22.5022.5022.5022.50

セントセントセントセント安安安安のののの 1111222228.2528.2528.2528.25 セントセントセントセント。 

このチャートは 7 月限を表示しているため、青天井の相場に舞い上がっている様に見えるだろ

う。確かに 7 月限はそうなのであるが、次の次の次の次の 8888 月限は月限は月限は月限は 1432143214321432 セントセントセントセントであり、9999 月限は月限は月限は月限は 1276127612761276 セントセントセントセント
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だ。つまり 7 月限が納会すれば、一気にチャート線形が変わるわけだ。 

 

前回、5/14 に 5 月限が納会した後、下ザヤの 7 月限は大きくギャップを付けて下から始まり、

その後はまた現状の高値圏に居るわけだが、これは現在の需給がきついためだ。 

秋になれば必ず大豆は取れるわけで、もうしばらく待てば安い大豆が手に入るとなれば、果た

して次の 8 月限、9 月限がサヤ出世するだろうか？ 当方には疑問だ。 

 

そうして考えた場合、週末も好天候で下落した新穀の 12 ドル台に近づく可能性だってあるわ

けで、この高原相場は長くは続かないだろう。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 7/27/27/27/2 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、7/3 の高値でコーンからひと月遅れの天井を付けたのではあるま

いか？ ここからは売り方針である。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

7 月 1 日 232.6 0.3 239.5 3.2 

7 月 2 日 240.0 7.4 245.6 6.1 

7 月 3 日 239.6 -0.4 245.0 -0.6 

7 月 4 日 242.0 2.4 246.9 1.9 

7 月 5 日 240.0 -2.0 245.1 -1.8 

先週号においては『中国のシャドウバンキング問題から戻しても売られると考えているが、今

は 240 円台乗せが先か、225 円割れが先かが焦点だろう』とコメントした。    

今週の相場展開は、240 円台に乗せた相場が続伸し、249.0249.0249.0249.0 円（円（円（円（7/37/37/37/3））））まで記録。 

    

225.0225.0225.0225.0 円（円（円（円（6/256/256/256/25））））→→→→249.0249.0249.0249.0 円（円（円（円（7/37/37/37/3）まで）まで）まで）まで 24.024.024.024.0 円の戻り円の戻り円の戻り円の戻りを入れる展開となった。ここから更に

250 円台、260 円台へと上昇して行く可能性は薄いと思っているが、下抜けと戻りとどっちが先

かと先週号で悩んでいたが、先に戻りが出る状況となっている。 

戻りの最大ラインは、おそらく 4～5 月の上げ幅と同様の 50 円幅超なら 280 円辺りとなるが、

それだと一目均衡表の上に抜けるわけで、トレンドが転換してしまう。それは無かろうと思うわ

けで、260260260260 円台が大きな上値抵抗線か円台が大きな上値抵抗線か円台が大きな上値抵抗線か円台が大きな上値抵抗線か。 

…中略…  

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 7 月 316.3 1 月 28 日 337.8 2 月 6 日 222.2  6 月 21 日 240.0 

2013 年 8 月 301.0 2 月 25 日 302.1 2 月 25 日 222.6  6 月 25 日 241.1 

2013 年 9 月 279.5 3 月 26 日 297.7 5 月 13 日 221.9  6 月 25 日 242.0 

2013 年 10 月 253.7 4 月 24 日 299.0 5 月 13 日 222.3  6 月 25 日 243.3 

2013 年 11 月 267.7 5 月 28 日 274.8 5 月 29 日 223.9  6 月 25 日 244.4 

2013 年 12 月 231.0 6 月 25 日 249.0249.0249.0249.0    7777 月月月月 3333 日日日日    225.5 6 月 25 日 245.1 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、7 月限 240.0 円～12 月限 245.1 円と 5555....1111 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅に大きな変化は

ない。 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略…  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、6/20 現在で 992 トン減の 12,217 トン。5 旬連続の減少である。 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略…  

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、18,000 元台を挟んでのもみ合い。17,000 元台の安値からは戻した格好だ。 

 

 結論として当方の相場観は、所詮は戻り売りの相場であろうと見ているが、どこまで戻せるか、

どこで売るかが焦点の相場であろう。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油石油石油石油製品〕製品〕製品〕製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週においては『逆張り乱高下の展開が続くだろう。突発高を売り、突っ込みを買う短期作戦

が良しと見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 100100100100 ドル台を突破ドル台を突破ドル台を突破ドル台を突破。週末は 103.68103.68103.68103.68 ドルドルドルドルの高値まで記録であり、

終値は前日比 1.98 ドル高の 103.22 ドルである。 

 

チャートでは、この半年間続いてきたチャートでは、この半年間続いてきたチャートでは、この半年間続いてきたチャートでは、この半年間続いてきた 85858585 ドル～ドル～ドル～ドル～98989898 ドルの相場を完全に上放れしてきた事となドルの相場を完全に上放れしてきた事となドルの相場を完全に上放れしてきた事となドルの相場を完全に上放れしてきた事とな

るるるる。 

相対力指数では 70 ポイントに接近であり、普通の相場であればそろそろ天井だ。しかし青天

井型の相場になっていまうと、単純にもみ合い倍返しならもみ合い倍返しならもみ合い倍返しならもみ合い倍返しなら 111111111111 ドル台まで上昇ドル台まで上昇ドル台まで上昇ドル台まで上昇する事となる。

また直近の直近の直近の直近の 99999999 ドル→ドル→ドル→ドル→92929292 ドルまでの押しの倍返しなら、ドルまでの押しの倍返しなら、ドルまでの押しの倍返しなら、ドルまでの押しの倍返しなら、106106106106 ドルが目標ドルが目標ドルが目標ドルが目標の相場になる。 

 

買われているのは中東情勢の混乱で、…中略…  

こういう相場は、安易な値頃感で売るのは危険なのだろうこういう相場は、安易な値頃感で売るのは危険なのだろうこういう相場は、安易な値頃感で売るのは危険なのだろうこういう相場は、安易な値頃感で売るのは危険なのだろう。本来ならドル高なのだから金の

ように下がってもおかしくないのに、金は売られて石油は上がるというのは、何らかの大きな力

が働いているのかもしれない。正直、原油のファンダメンタルズから考えれば上がるのは変と言

いたいが、理屈に合わぬ相場は逆にそのままついて行く方が、結果は良い気がする。 

 

なお 7/57/57/57/5 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略…  

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

7 月 1 日 \61,940 -60 \60,760   

7 月 2 日 \62,780 840 \61,420 660 

7 月 3 日 \64,210 1430 \63,000 1580 

7 月 4 日 \63,860 -350 \62,530 -470 

7 月 5 日 \64,000 140 \62,700 170 

東京原油は、7 本連続の陽線となって上昇している。高値は高値は高値は高値は 63,20063,20063,20063,200 円（円（円（円（7/37/37/37/3））））まで出ており、

62,00062,00062,00062,000 円の上値抵抗線を抜けて、もみ合い上放れの状況である円の上値抵抗線を抜けて、もみ合い上放れの状況である円の上値抵抗線を抜けて、もみ合い上放れの状況である円の上値抵抗線を抜けて、もみ合い上放れの状況である。 

 

チャートでは一目均衡表の雲の上にも抜けており、NY 原油と違って相対力指数はまだ 58 ポイ

ント台と低い。またこのところ、また円安傾向となって来ている情勢でもある。 

…中略…  

 

7/3 に 63,000 円台を記録した後、すぐに 63,000 円は割り込んだが、それでも陽線引けである

し、一目均衡表の雲の上での推移である。そして夜間取引では、一転して急騰の夜間取引では、一転して急騰の夜間取引では、一転して急騰の夜間取引では、一転して急騰の 64,40064,40064,40064,400 円円円円の高
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値も記録である。 

こういう相場は、ついて行くしかあるまい。先週号までの逆張り作戦は、撤回である。65,000

円を突破すると、また世界が変わる可能性もあり、安易な値頃売りは厳禁だろう。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 7 月 \62,910 2 月 1 日 \66,460 2 月 13 日 \57,780 4 月 18 日 \64,000 

2013 年 8 月 \60,560 3 月 1 日 \65,240 5 月 21 日 \57,360 4 月 16 日 \63,780 

2013 年 9 月 \62,370 4 月 1 日 \65,100 5 月 21 日 \57,370 4 月 18 日 \63,470 

2013 年 10 月 \59,500 5 月 1 日 \65,000 5 月 20 日 \57,510 5 月 2 日 \63,200 

2013 年 11 月 \60,370 6 月 3 日 \\\\63,41063,41063,41063,410    7777 月月月月 3333 日日日日    \58,040 6 月 14 日 \62,930 

2013 年 12 月 \\\\60,58060,58060,58060,580    7777 月月月月 1111 日日日日    \\\\63,20063,20063,20063,200    7777 月月月月 3333 日日日日    \\\\60,21060,21060,21060,210    7777 月月月月 1111 日日日日    \62,700 

 夜間取引では、すでに 8 月、9 月、11 月、12 月の 4 限月が一代高値の更新中である。おそら

くこのパターンで全限高値更新となるのだろうし、先物も 65,000 円台は付けそうな気がする。 

 

結論として当方の相場観は、中東情勢の混乱プラス米景気回復で一気にもみ合い上放れになっ

て来た相場である。現状では、値頃感無用でついて行くしかあるまい。買い方針である。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

7 月 1 日 \73,810 -50 \72,000 -130 

7 月 2 日 \74,510 700 \72,770 770 

7 月 3 日 \75,700 1190 \74,380 1610 

7 月 4 日 \76,140 440 \73,920 -460 

7 月 5 日 \76,480 340 \74,100 180 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『ガソリン自体に材料は無し。原油とともに逆張りの展開が続くと思われ、

突っ込みは買いでも吹き値は売りの対処が良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、3 日の急騰で一気に上抜けし、74,65074,65074,65074,650 円（円（円（円（7/37/37/37/3））））までの高値を記録。その

後は若干緩むが、週末の夜間取引で夜間取引で夜間取引で夜間取引ではははは 75,67075,67075,67075,670 円の高値まで示現円の高値まで示現円の高値まで示現円の高値まで示現と 5/20 の高値も一気に上抜い

た。 

 

ガソリン自体に買い材料は無いものの、原油高の影響からチャートは一気に買い転換である原油高の影響からチャートは一気に買い転換である原油高の影響からチャートは一気に買い転換である原油高の影響からチャートは一気に買い転換である。

国内はまた円安傾向になって来た事もあり、これは素直について行くしかあるまい。 

先週までは｢どちらかと言えば、高いところを売りから入った方がベターと思える｣としていた

わけだが、その相場観は捨て去るその相場観は捨て去るその相場観は捨て去るその相場観は捨て去る。 

正直、何で原油がエジプト情勢で上がらなければいけないのか理由がわからぬが、相場がそれ

で上がっているのだから、一人で正論を吐いてもしょうがあるまい。相場は自分の都合で動くも

のではなく、あくまでも市場の理論で動くものなのだから。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 \76,550 1 月 28 日 \82,250 2 月 13 日 \69,600 4 月 16 日 \76,480 

2013 年 9 月 \78,930 2 月 26 日 \79,590 3 月 12 日 \69,050 4 月 18 日 \75,790 

2013 年 10 月 \74,630 3 月 26 日 \76,710 4 月 1 日 \68,150 4 月 18 日 \75,130 

2013 年 11 月 \72,990 4 月 26 日 \75,590 5 月 20 日 \68,030 5 月 2 日 \74,650 

2013 年 12 月 \71,760 5 月 27 日 \\\\74,75074,75074,75074,750    7777 月月月月 3333 日日日日    \69,450 6 月 14 日 \74,280 

2014 年 1 月 \70,660 6 月 26 日 \\\\74,65074,65074,65074,650    7777 月月月月 3333 日日日日    \69,520 6 月 27 日 \74,100 

 

7/57/57/57/5 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略…  

  

6/6/6/6/29292929 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、完全にもみ合い上放れになった相場である。しばらくは押し目買

い方針で臨むしかあるまい。目標値は 8 万円近いところまで引き上げたい。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

7 月 1 日 \73,490 -60 \75,190 -40 

7 月 2 日 \74,080 590 \75,990 800 

7 月 3 日 \75,420 1340 \77,610 1620 

7 月 4 日 \74,920 -500 \77,060 -550 

7 月 5 日 \75,300 340 \77,350 290 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『先物に需要期が建っている関係上、突っ込み買い狙いが本命との判断では

あるものの、中途半端なところではまだ買いたくない。様子見であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、3 日に急騰した相場が一気に 77,97077,97077,97077,970 円まで上昇円まで上昇円まで上昇円まで上昇。5 月の高値も上抜き、もももも

み合い上放れの状況み合い上放れの状況み合い上放れの状況み合い上放れの状況となった。 

また週末の夜間取引では、78,85078,85078,85078,850 円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録。残すは 2 月の 82,030 円までターゲット

が無い情勢となった。 

 

元々、1 月限は安値があったら買いたいとしていたわけだが、発会翌日が安値で、一気に 6,000

円の上昇となって来たわけだ。 

梅雨が明けたばかりで、今年の冬の需給など想像すべきもないが、今は大元の原油価格の上昇

で上がってきているのだから、致し方の無いところである。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 8 月 \74,200 1 月 28 日 \82,030 2 月 12 日 \67,720 4 月 18 日 \75,300 

2013 年 9 月 \76,550 2 月 26 日 \76,980 2 月 26 日 \68,340 4 月 18 日 \75,540 

2013 年 10 月 \74,090 3 月 26 日 \77,270 4 月 11 日 \69,000 4 月 18 日 \75,970 

2013 年 11 月 \75,350 4 月 26 日 \77,820 5 月 20 日 \69,850 5 月 2 日 \76,620 

2013 年 12 月 \74,610 5 月 27 日 \\\\77,78077,78077,78077,780    7777 月月月月 3333 日日日日    \71,580 6 月 14 日 \77,200 

2014 年 1 月 \73,900 6 月 26 日 \\\\77,97077,97077,97077,970    7777 月月月月 3333 日日日日    \72,650 6 月 27 日 \77,350 

 

7/7/7/7/5555 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

6/6/6/6/29292929 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略…  

   

 結論として当方の相場観は、一気に上放れした相場は、おそらく 8 万円台まで駆け上がる可能

性が高いだろう。押し目待ちに押し目無しの展開も考えられるが、推奨はそれでも押し目買いで

ある。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕 

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

103.73103.73103.73103.73 円（円（円（円（5/225/225/225/22））））→→→→93.7993.7993.7993.79 円（円（円（円（6/136/136/136/13）まで）まで）まで）まで 10101010 円ほど円高となった後、円ほど円高となった後、円ほど円高となった後、円ほど円高となった後、今週は今週は今週は今週は 100.85100.85100.85100.85 円（円（円（円（7/37/37/37/3））））

まで再び円安となったまで再び円安となったまで再び円安となったまで再び円安となった。 

…中略…  

なお来週の主な予定は、 

8 日（月）日本国際収支（5 月）、ユーロ圏財務相会合 

9 日（火）中国消費者物価・生産者物価（6 月）、EU 財務相理事会 

10 日（水）中国貿易収支（6 月）、欧州銀行監督機構理事会会合、米米米米 FOMCFOMCFOMCFOMC 議事録議事録議事録議事録、 

バーナンキバーナンキバーナンキバーナンキ FRBFRBFRBFRB 議長、講演議長、講演議長、講演議長、講演 

11 日（木）日銀会合・黒田日銀総裁、記者会見日銀会合・黒田日銀総裁、記者会見日銀会合・黒田日銀総裁、記者会見日銀会合・黒田日銀総裁、記者会見、ECB 月報、米新規失業保険申請件数 

12 日（金）日銀月報、日本鉱工業生産・設備稼働率（5 月、米生産者物価指数（6 月）、 

ミシガン大学消費者信頼感・速報（7 月）、SF 連銀総裁・セントルイス連銀総裁、講演 

などである。日米金融当局責任者の会見以外は、大したものが無い。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 ユーロ/ドル相場は、7/4 には 1.288 ドルまでドル高/ユーロ安が進んだ。 

また雇用統計後のユーロ/ドル相場は、1.28 ドル台前半までドル高が更に進んでいる。当然、目

標値は 4/4 に記録した 1.274 ドルという事になるわけだ。 

…中略…  

 

〇日経平均日足 

…削除済み… 

 14,310 円まで戻してきた日経平均だが、CME 先物は週末には 14,440 円での終了だ。このま

ま推移すれば、雲の上に出る。 

…中略…  

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


